
近
代
以
降
の
我
が
国
の
ハ
ン
セ
ン
病
対
策
の
歴
史
は
、
「
国
立
療
養
所
史
ら
い
篇
』
に
よ
れ
ば
「
１
前
史
、
宗
教
・
慈
善
活
動
の
時
代

一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
～
一
九
○
六
（
明
治
三
九
）
・
２
浮
浪
ら
い
救
済
期
一
九
○
七
（
明
治
四
○
）
～
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
。

３
隔
離
収
容
・
予
防
医
学
時
代
一
九
三
○
（
昭
和
五
）
～
一
九
五
○
（
昭
和
二
五
）
４
更
生
医
学
の
時
代
一
九
五
一
（
昭
和
二

（
１
）

六
）
～
」
に
分
け
ら
れ
る
と
い
う
。
第
一
の
前
史
の
時
代
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
（
外
国
人
）
が
設
立
し
た
復
生
病
院
・
慰
瘻
園
・
回
春
病
院
．

待
労
病
院
と
仏
教
徒
日
蓮
宗
の
綱
脇
龍
妙
が
設
立
し
た
身
延
深
敬
病
院
に
お
け
る
救
ら
い
活
動
の
時
代
を
さ
す
と
い
う
の
で
あ
る
。
歴
史

的
に
は
、
復
生
病
院
・
待
学
病
院
・
身
延
深
敬
病
院
の
三
病
院
は
第
四
の
更
生
医
学
の
時
代
に
ま
た
が
っ
て
救
療
事
業
を
し
て
い
る
の
で
あ

る
○

（
２
）

ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
関
係
者
以
前
に
日
本
人
が
明
治
二
・
三
年
よ
り
「
救
ら
い
」
活
動
を
し
て
い
る
事
実
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
明

近
代
の
日
蓮
宗
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
救
療
事
業
の
動
向
に
つ
い
て
（
桑
名
）

近
代
の
日
蓮
宗
に
お
け
る

ハ
ン
セ
ン
病
救
療
事
業
の
動
向
に
つ
い
て

一
、
は
じ
め
に ｌ

田
中
智
学
と
綱
脇
龍
妙
を
中
心
と
し
て
Ｉ

桑
名
貫
正
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（
８
）

ま
た
、
綱
脇
龍
妙
が
設
立
し
た
身
延
深
敬
病
院
に
関
す
る
研
究
も
意
外
と
少
な
く
、
本
格
的
な
論
究
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
、
身
延
深
敬
病
院
に
関
す
る
内
部
資
料
を
調
査
す
る
機
会
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
大
き
な
原
因

な
い
の
で
あ
る
。

近
代
の
日
蓮
宗
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
救
療
事
業
の
動
向
に
つ
い
て
（
桑
名
）

（
３
）

治
初
期
の
内
務
省
衛
生
局
年
報
に
よ
れ
ば
、
明
治
十
年
ま
で
の
癩
病
院
数
は
ゼ
ロ
で
あ
る
と
す
る
報
告
に
は
問
題
が
あ
る
も
の
の
、
同
十

（
４
）

五
年
（
一
八
八
二
）
に
は
六
カ
所
の
癩
病
院
の
存
在
を
認
め
て
い
る
か
ら
、
従
っ
て
前
史
時
代
は
、
「
国
立
療
養
所
史
ら
い
篇
」
に
い
う

明
治
十
九
年
よ
り
も
、
も
う
少
し
棚
っ
て
も
よ
い
わ
け
で
あ
る
。

さ
て
、
近
代
の
日
蓮
宗
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
救
療
事
業
に
つ
い
て
、
世
間
一
般
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
綱
脇
龍
妙
の
身
延
深

敬
病
院
が
有
名
で
あ
る
。
綱
脇
龍
妙
が
明
治
三
十
九
年
に
設
立
し
た
身
延
深
敬
病
院
に
つ
い
て
、
吉
田
久
一
氏
は
「
近
代
に
お
け
る
組
織

的
な
救
癩
活
動
は
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
っ
て
先
鞭
が
つ
け
ら
れ
た
が
、
仏
教
の
近
代
的
救
癩
は
、
三
十
九
年
十
月
日
蓮
宗
綱
脇
龍
妙
に
よ
っ

（
５
）

て
開
拓
さ
れ
た
」
と
述
べ
、
綱
脇
の
救
療
事
業
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
吉
田
氏
の
「
組
織
的
な
救
癩
活
動
」
と
か
、
「
仏
教
の
近
代
的

（
６
）

救
癩
」
と
い
う
考
え
方
は
、
ど
う
い
う
定
義
づ
け
で
い
っ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
は
説
示
さ
れ
て
い
な
い
。

実
は
、
日
蓮
宗
関
係
者
に
お
い
て
、
綱
脇
龍
妙
よ
り
も
先
立
っ
て
田
中
智
学
が
、
深
く
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
救
療
事
業
に
携
わ
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
田
中
智
学
は
明
治
二
十
四
年
九
月
二
十
日
に
、
日
蓮
宗
の
事
業
と
し
て
の
思
い
を
懐
き
、
ハ
ン
セ
ン
病
専
門
病
院
の
「
宗

教
病
院
大
日
本
救
世
館
」
を
設
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
宗
教
病
院
の
こ
と
は
日
蓮
宗
内
に
お
い
て
も
、
余
り
知
ら
れ
て
い
な

（
７
）
い
。
そ
し
て
、
先
学
の
研
究
に
お
い
て
も
、
田
中
智
学
が
従
事
し
た
宗
教
病
院
の
実
情
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
解
明
が
さ
れ
て
い

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

ぴ
い
ん

田
中
智
学
・
綱
脇
龍
妙
以
外
に
も
、
近
代
の
日
蓮
宗
関
係
者
で
ハ
ン
セ
ン
病
救
療
事
業
を
志
し
た
方
々
が
い
た
の
で
あ
る
。
千
葉
聲
胤
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は
明
治
十
年
代
の
前
半
よ
り
、
救
療
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
千
葉
は
明
治
二
十
九
年
七
月
に
は
、
「
日
蓮
宗
設
立
癩
瘡
院
」
の
病

（
９
）

院
を
発
足
す
る
広
告
を
だ
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
正
初
期
よ
り
昭
和
七
年
頃
ま
で
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
救
済
活
動
に
従
事
し
た
、
杉
山
辰

（
ｍ
）

子
・
鈴
木
修
学
ら
の
仏
教
感
化
救
済
会
（
日
蓮
宗
法
音
寺
・
昭
徳
会
の
前
身
）
の
活
動
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

本
研
究
は
、
新
発
見
の
資
料
に
基
づ
き
、
田
中
智
学
ら
が
設
立
し
た
ハ
ン
セ
ン
病
の
専
門
病
院
「
宗
教
病
院
大
日
本
救
世
館
」
の
動
向

を
解
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
身
延
深
敬
病
院
関
係
の
資
料
調
査
に
よ
り
、
田
中
智
学
と
綱
脇
龍
妙
の
交
流
関
係
が
見
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
資
料
を
精
査
し
て
み
る
と
、
綱
脇
龍
妙
が
身
延
深
敬
病
院
を
設
立
し
た
時
期
に
お
い
て
、
田
中
智
学
の
「
宗
教
病
院
大
日
本
救
世

館
概
則
」
よ
り
影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
発
想
が
見
え
る
の
で
あ
る
。
筆
者
は
、
こ
の
点
に
深
い
興
味
を
抱
く
も
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
綱
脇
の
身
延
深
敬
病
院
の
草
創
期
の
動
向
を
見
な
が
ら
、
田
中
智
学
の
影
響
を
考
察
し
、
併
せ
て
二
人
の
交
流
を
論
ず
る
も
の
で
あ

二
、
田
中
智
学
ら
の
宗
教
病
院
大
日
本
救
世
館
の
動
向

（
ｕ
）

田
中
智
学
（
一
八
六
一
－
一
九
三
九
）
の
宗
教
病
院
設
立
前
後
ま
で
の
略
伝
。
幼
名
は
巴
之
助
。
九
歳
に
て
母
を
喪
い
、
十
歳
で
法

華
経
の
強
信
者
で
あ
る
父
を
喪
う
。
養
育
し
て
く
れ
る
人
な
く
、
そ
の
数
ヵ
月
後
の
明
治
三
年
、
日
蓮
宗
の
高
名
な
説
教
師
智
境
院
日
進

の
弟
子
と
な
り
、
智
学
の
名
を
授
か
る
。
十
一
歳
よ
り
四
ヵ
年
飯
高
檀
林
で
学
び
、
後
に
大
教
院
に
入
学
す
る
も
十
七
歳
よ
り
独
学
研
讃

す
。
十
八
歳
の
時
、
在
家
仏
教
運
動
に
志
し
、
脱
宗
還
俗
す
る
。
二
十
歳
蓮
華
会
、
二
十
三
歳
護
持
正
法
会
、
二
十
四
歳
立
正
安
国
会
を

設
立
。
明
治
十
九
年
二
十
六
歳
、
伝
染
病
コ
レ
ラ
が
流
行
し
た
た
め
仏
教
信
徒
衛
生
会
を
起
こ
し
、
そ
の
予
防
に
つ
と
め
て
い
る
。
そ
の

運
動
に
関
し
て
は
、
以
下
の
如
く
見
え
る
。
「
在
東
京
な
る
本
宗
の
有
名
学
士
田
中
智
学
氏
は
仏
教
信
徒
衛
生
会
を
東
京
井
生
村
桜
に
於

近
代
の
日
蓮
宗
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
救
療
事
業
の
動
向
に
つ
い
て
（
桑
名
）

るで
○、
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近
代
の
日
蓮
宗
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
救
療
事
業
の
動
向
に
つ
い
て
（
桑
名
）

て
開
き
衛
生
演
説
を
執
行
せ
ら
れ
今
回
は
始
業
を
催
ず
る
を
以
て
興
立
式
を
も
併
せ
て
開
き
た
る
よ
し
に
て
当
日
は
警
視
副
総
監
東
京
府

知
事
内
務
省
衛
生
局
長
、
各
区
長
、
各
新
聞
記
者
等
を
招
請
し
衛
生
上
の
意
見
を
述
べ
及
び
本
会
創
立
の
主
旨
等
弁
演
せ
ら
れ
、
い
と
盛

（
吃
）

会
を
極
め
た
り
」
と
い
う
。
こ
の
田
中
智
学
の
行
動
は
、
対
社
会
的
宗
教
活
動
の
方
向
に
目
を
向
け
た
始
ま
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
十
分

な
る
発
展
を
え
ら
れ
た
な
い
ま
ま
中
止
し
て
い
る
。
明
治
二
十
三
年
六
月
三
十
歳
、
内
閣
所
属
修
史
局
長
官
重
野
安
鐸
博
士
が
「
史
徴
墨

宝
」
に
て
、
日
蓮
聖
人
の
龍
口
法
難
の
事
蹟
を
否
定
す
る
の
に
対
し
、
東
京
第
一
の
大
会
場
三
千
人
を
収
容
し
た
木
挽
町
厚
生
館
に
て
反

駁
し
、
同
九
月
「
龍
口
法
難
論
』
を
出
版
し
重
野
安
鐸
を
沈
黙
さ
せ
る
。
以
後
、
田
中
智
学
の
名
声
は
不
動
の
も
の
と
な
る
。
こ
の
こ
と

に
よ
り
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
専
門
病
院
設
立
に
向
け
て
協
賛
者
が
得
や
す
く
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

「
宗
教
病
院
大
日
本
救
世
館
」
設
立
も
、
対
社
会
的
宗
教
活
動
の
視
点
に
基
づ
く
行
動
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
設
立
経
緯
に
つ
い

て
は
、
智
学
の
子
息
田
中
芳
谷
が
「
田
中
智
学
先
生
略
伝
』
の
中
で
次
の
様
に
い
う
。

Ａ
（
明
治
二
十
三
年
）
か
く
て
こ
の
年
も
暮
れ
な
ん
と
す
る
十
二
月
六
・
七
日
：
…
心
東
京
上
野
桜
木
町
に
皮
膚
病
専
門
の
治
療
を
す
る

桜
木
病
院
の
院
長
小
田
耕
作
氏
が
、
家
伝
の
秘
法
に
よ
っ
て
癩
病
治
療
に
絶
対
の
自
信
が
あ
る
と
い
ふ
の
で
、
先
生
の
知
遇
を
求
め
、

そ
の
協
力
に
よ
っ
て
、
救
癩
事
業
の
大
挙
拡
張
を
計
り
た
い
と
の
希
望
に
先
生
も
其
趣
旨
に
賛
成
さ
れ
て
、
忽
ち
大
き
な
企
画
が
成

立
っ
た
の
で
あ
る
。
先
生
は
之
を
大
き
な
宗
門
事
業
と
し
よ
う
と
の
計
画
で
、
宗
教
病
院
大
日
本
救
世
館
な
る
も
の
の
目
論
見
を
立

て
ら
れ
、
十
二
月
十
六
日
に
発
起
員
の
会
合
が
あ
り
、
発
起
者
の
一
人
と
し
て
先
生
自
ら
宗
門
関
係
の
重
立
ち
寺
院
に
協
賛
を
求
む

く
く
、
先
づ
そ
の
筆
頭
に
総
本
山
身
延
久
遠
寺
を
充
て
て
、
先
生
自
か
ら
車
行
で
、
雪
中
山
路
の
険
を
冒
し
身
延
へ
急
行
さ
れ
た
と

こ
ろ
が
、
生
憎
三
村
山
主
は
病
気
療
養
の
た
め
上
京
し
て
不
在
と
い
ふ
の
で
直
ち
に
引
返
さ
れ
る
途
中
で
、
沿
路
の
青
柳
昌
福
寺
杉

（
喝
）

田
湛
誓
氏
、
甲
府
遠
光
寺
の
野
澤
義
真
氏
を
訪
ふ
て
協
賛
同
意
を
得
て
一
路
帰
さ
れ
た
。
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Ｂ
一
月
三
日
、
当
時
、
下
谷
谷
中
の
瑞
輪
寺
に
静
養
中
で
あ
っ
た
身
延
山
三
村
日
修
師
を
病
躰
に
訪
ふ
て
、
大
日
本
救
世
館
の
事
業
に

協
賛
を
得
た
。
そ
れ
よ
り
春
早
々
な
が
ら
、
猶
豫
を
措
か
ず
旅
装
を
調
へ
て
、
救
世
館
事
業
の
た
め
に
関
西
地
方
へ
出
動
さ
れ
た
。
．
．
…
．

所
要
の
目
的
は
大
日
本
救
世
館
の
設
立
に
、
京
都
諸
本
山
の
協
賛
を
得
て
、
別
し
て
は
村
雲
日
榮
尼
公
（
伏
見
一
品
邦
家
親
王
六
女
）

を
名
誉
協
賛
員
に
推
薦
申
上
げ
る
た
め
で
、
瑞
龍
寺
の
村
雲
御
所
に
伺
候
し
謁
見
を
賜
は
り
、
来
意
に
対
し
御
快
諾
を
得
た
。
…
…

次
で
本
圀
寺
妙
顕
寺
の
二
大
本
山
妙
覚
寺
立
本
寺
頂
妙
寺
本
満
寺
妙
傅
寺
本
法
寺
の
六
山
を
歴
訪
し
て
、
悉
く
協
賛
を
得
た
の
で
、

今
回
入
洛
の
主
要
目
的
は
達
し
た
の
で
あ
る
：
…
・
京
都
の
用
事
が
済
ん
だ
の
で
大
阪
と
奈
良
を
一
巡
し
よ
う
と
い
ふ
の
で
、
ま
づ
大

阪
へ
行
か
れ
た
の
が
二
月
の
初
旬
で
あ
っ
た
。
…
…
前
後
三
十
余
日
を
費
し
、
三
月
五
日
に
帰
京
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
救
世
館
の
事

（
Ｍ
）

業
は
、
池
上
本
門
寺
境
内
に
三
千
坪
の
敷
地
借
用
の
契
約
が
成
立
し
た
の
で
、
一
段
落
の
緒
に
つ
い
た
。

右
の
Ａ
Ｂ
引
用
文
か
ら
、
宗
教
病
院
大
日
本
救
世
館
の
設
立
経
緯
を
十
分
に
伺
う
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
田
中
智
学
は
小
田
耕
作
医
師

の
求
め
に
呼
応
し
、
む
し
ろ
積
極
的
に
小
田
耕
作
の
「
救
癩
事
業
」
を
、
よ
り
一
層
発
展
さ
せ
「
宗
門
事
業
」
と
し
て
取
り
組
む
方
針
の

姿
勢
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
実
現
の
た
め
田
中
智
学
は
精
力
的
に
行
動
し
、
十
二
月
十
六
日
に
は
発
起
員
の
会
合
を
開
き
、
さ
ら
に
宗
門
の

大
物
の
協
賛
者
を
次
ぎ
次
ぎ
と
得
ら
れ
て
い
っ
た
事
実
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
田
中
智
学
自
身
が
関
西
行
に
つ
い
て
、

次
の
様
に
述
べ
て
い
る
の
で
記
し
て
お
こ
う
。

Ｃ
京
都
に
用
向
で
行
シ
た
、
そ
の
用
と
い
ふ
の
は
、
村
雲
日
榮
尼
公
に
用
事
が
あ
っ
て
、
こ
れ
は
人
の
た
め
に
或
る
こ
と
を
お
願
ひ
に

行
シ
た
の
で
あ
る
、
此
の
時
に
は
じ
め
て
故
村
雲
日
榮
尼
公
に
拝
謁
を
し
た
こ
と
、
並
に
京
都
に
於
け
る
最
大
有
力
者
で
あ
シ
て
、

同
時
に
宗
門
屈
指
の
巨
頭
で
あ
る
釈
日
頓
師
に
面
会
を
し
た
…
…
宗
門
後
世
の
た
め
に
も
話
し
て
お
い
て
い
、
と
思
ふ
：
…
．

此
の
は
じ
め
て
関
西
に
足
を
踏
み
出
し
た
の
は
明
治
二
十
四
年
の
一
月
で
あ
る
。
こ
れ
は
じ
つ
は
小
田
耕
作
と
い
ふ
人
の
社
会
事
業

近
代
の
日
蓮
宗
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
救
療
事
業
の
動
向
に
つ
い
て
（
桑
名
）
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近
代
の
日
蓮
宗
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
救
療
事
業
の
動
向
に
つ
い
て
（
桑
名
）

の
義
挙
に
対
し
て
一
臂
の
力
を
添
へ
る
必
要
が
あ
ッ
て
、
そ
の
事
柄
を
村
雲
日
榮
尼
公
に
お
願
ひ
す
る
の
に
、
是
非
私
に
行
シ
て
話

を
し
て
く
れ
ろ
と
い
ふ
、
つ
ま
り
は
村
雲
日
榮
尼
公
に
拝
謁
す
る
こ
と
が
用
事
の
主
眼
で
あ
る
。
…
…
自
分
の
用
向
の
こ
と
を
申
上

（
脂
）

げ
た
と
こ
ろ
快
く
御
承
諾
に
な
シ
た
。

右
の
Ｃ
文
に
は
、
先
の
Ｂ
の
引
用
文
と
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
で
は
具
体
的
に
設
立
に
至
る
ま
で
、
ど
の
よ
う
に

推
進
さ
れ
て
行
っ
た
の
か
、
発
見
し
た
資
料
を
基
に
し
て
、
そ
の
経
過
を
見
て
み
た
い
。
明
治
二
十
四
年
一
月
二
十
八
日
発
行
の
、
宗
教

（
妬
）

雑
誌
『
日
宗
新
報
』
に
、
次
の
様
な
広
告
が
見
ら
れ
る
。

日
の（

岨
）

あ
る
。

迂
生
儀
今
回
宗
教
病
院
設
立
の
件
に
付
関
西
地
方
巡
回
一
月
二
十
五
日
よ
り
京
都
市
上
京
区
新
町
頭
妙
學
寺
に
旅
寓
候
依
て
は
迂
生

に
対
す
る
往
復
面
談
等
は
同
所
へ
宛
て
御
申
越
あ
り
た
り

明
治
二
十
四
年
一
月
田
中
智
學

右
の
「
汎
告
」
に
よ
っ
て
、
田
中
智
学
の
関
西
地
方
巡
回
の
目
的
は
、
宗
教
病
院
を
設
立
す
る
た
め
の
行
動
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

（
Ⅳ
）

が
明
確
に
伺
え
る
。
宿
泊
所
を
妙
學
寺
に
し
た
の
は
、
旧
師
智
境
院
日
進
の
縁
故
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
田
中
智
学
は
、
同
年
一
月
二
十
八

日
の
「
日
宗
新
報
』
に
て
、
宗
教
病
院
大
日
本
救
世
館
の
「
概
則
」
の
一
部
を
公
表
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
挙
げ
れ
ば
、
次
の
通
り
で

今
度
蠣
売
町
二
丁
目
に
仮
事
務
を
置
き
池
上
本
門
寺
内
へ
出
張
事
務
所
を
置
か
れ
た
る
大
日
本
救
世
舘
と
い
へ
る
宗
教
病
院
の
概
則

は
左
の
如
し

『
日
宗
新
報
』

汎

大
日
本
救
世
館
概
則 生

ロ
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第
一
條
本
館
は
宗
教
病
院
大
日
本
救
世
館
と
称
し
末
法
救
護
慈
悲
広
大
な
る
無
上
仏
教
の
公
愛
主
義
に
依
り
て
国
家
共
済
の
大
義

を
補
翼
す
る
為
め
人
生
の
最
大
不
幸
な
る
癩
病
患
者
を
慰
療
し
て
健
全
回
陽
の
幸
福
を
与
ふ
る
を
目
的
と
す

第
二
條
該
患
者
中
貧
困
無
告
の
者
の
為
め
に
特
に
施
薬
部
を
置
て
深
切
救
療
を
行
ふ
く
し

本
来
の
「
概
則
」
の
全
体
内
容
は
、
五
章
二
十
三
條
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
後
に
も
触
れ
る
が
明
治
二
十
四
年
一
月
に
、
田
中
智
学

は
「
概
則
」
以
外
に
も
、
宗
教
病
院
大
日
本
救
世
館
の
「
趣
意
書
」
と
、
そ
の
「
要
伸
」
を
賛
助
者
に
送
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
概
則
」

の
五
章
二
十
三
條
を
三
回
に
分
け
て
『
日
宗
新
報
』
に
発
表
し
て
い
る
の
は
、
恐
ら
く
「
日
宗
新
報
』
の
ス
ペ
ー
ス
上
の
問
題
か
ら
だ
と

（
四
）

思
え
る
の
で
あ
る
。
「
概
則
」
の
つ
づ
き
は
、
同
年
二
月
三
日
発
行
の
『
日
宗
新
報
』
に
、
次
の
様
に
見
え
る
。

第
三
條
本
館
は
左
の
学
務
を
以
て
目
的
を
達
す
る
の
事
業
と
す

（
ご
法
事
局
を
置
て
患
者
の
安
心
を
授
く
る
為
め
の
説
教
訓
諭
、
患
者
の
罪
業
除
滅
病
患
平
癒
を
祈
祷
、
其
他
一
般
信
仰
上
の
諸

（
二
）
薬
事
局
を
置
て
患
者
に
施
行
す
べ
き
治
術
及
授
薬
、
看
護
員
の
督
励
、
患
者
に
施
行
す
べ
き
摂
生
法
、
其
他
一
般
医
薬
に
関

す
る
諸
件
を
掌
ら
し
む

（
三
）
事
務
局
を
置
て
館
内
の
通
常
事
務
、
内
外
の
通
信
往
復
、
事
業
資
金
及
施
薬
部
会
計
の
管
施
、
其
他
一
般
の
会
計
及
び
庶
務

等
の
諸
件
を
掌
ら
し
む

第
二
章
構
成
及
役
員

第
四
條
本
館
の
構
成
は
左
の
五
種
よ
り
組
織
す

近
代
の
日
蓮
宗
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
救
療
事
業
の
動
向
に
つ
い
て
（
桑
名
）

第
一
章
目
的
及
事
業

件
を
掌
ら
し
む
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第
九
條
名
誉
役
員
は
無
給
に
し
て
実
費
及
び
応
分
の
報
酬
を
贈
り
実
務
役
員
以
下
は
す
べ
て
有
給
と
す

○
通
館
に
若
干
の
使
丁
、
炊
僕
を
備
ふ

第
七
條
総
裁
に
は
宗
家
の
大
徳
を
館
長
に
は
慈
善
の
大
家
を
執
れ
も
発
起
人
よ
り
請
待
推
挙
す

第
八
條
総
裁
及
び
館
長
は
名
誉
役
員
と
し
て
法
事
局
長
、
薬
事
局
長
、
事
務
局
長
は
実
務
役
員
と
し
て
執
れ
も
本
館
の
重
役
を
定

○
法
事
局
に
左
の
役
員
を
置
き
局
長
之
を
管
督
す

一
説
教
師
一
祈
祷
師
一
属
員

○
薬
事
局
に
左
の
役
員
を
置
き
局
長
之
を
管
督
す

一
医
師
一
薬
生
一
看
護
員
一
属
員

○
事
務
局
に
左
の
役
員
を
置
き
局
長
之
を
管
督
す

近
代
の
日
蓮
宗
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
救
療
事
業
の
動
向
に
つ
い
て
（
桑
名
）

（
二
発
起
員
三
）
資
成
員
資
金
の
支
出
者
（
三
）
役
員
但
し
重
役
（
四
）
協
賛
員
（
五
）
名
誉
協
賛
員

第
五
條
前
條
の
各
種
員
中
発
起
員
、
資
成
員
、
役
員
は
一
資
格
毎
に
一
箇
の
発
言
及
ひ
決
議
権
を
有
し
本
館
枢
要
の
諸
件
を
議
定

す
る
為
め
協
議
会
を
組
立
つ
く
し

第
六
條
本
館
の
名
誉
及
実
務
を
維
持
通
利
せ
し
む
る
為
め
左
の
判
別
に
順
て
役
員
を
規
定
す

（
二
総
裁
三
）
館
長
以
上
名
誉
役
員
無
責
任
（
三
）
局
長
法
事
局
、
薬
事
局
、
事
務
局

一
管
事
一
会
計
一
属
員

以
上
実
務
役
員
有
責
任

む
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但
本
條
の
贈
給
額
は
協
議
会
の
定
む
る
所
に
よ
る

（
釦
）

さ
ら
に
「
概
則
」
の
つ
づ
き
は
、
同
年
二
月
八
日
発
行
の
「
日
宗
新
報
』
に
公
表
さ
れ
て
い
る
。

第
三
章
患
者
及
加
療
法

第
十
條
本
館
の
患
者
は
施
薬
部
患
者
を
除
き
一
般
に
左
の
館
費
を
納
め
し
む

一
上
等
壹
ケ
月
館
費
金
四
拾
五
圓

一
中
等
全
全
金
戴
拾
五
圓

一
下
等
全
全
金
拾
五
圓

第
十
一
條
本
館
普
通
患
者
に
は
一
人
毎
に
一
室
を
給
与
し
施
薬
部
患
者
は
総
室
に
於
て
し
、
す
べ
て
同
一
の
治
療
摂
養
を
受
け
し

第
十
二
條
施
薬
部
患
者
は
義
財
の
増
益
に
順
ひ
漸
次
人
員
を
増
す
べ
し

但
し
本
人
自
ら
貧
困
無
告
を
申
出
つ
る
も
適
当
の
証
明
な
き
者
は
之
を
謝
断
す

第
十
三
條
本
館
は
館
内
一
般
の
患
者
に
対
し
懇
篤
深
切
に
日
々
左
の
加
療
法
を
施
行
す

○
毎
日
三
回
の
祈
祷
会
○
毎
日
一
回
の
診
察
施
術
其
外
臨
床
慰
諭
は
役
員
を
し
て
巡
回
せ
し
む

第
十
四
條
祈
祷
は
翌
日
服
用
す
べ
き
薬
餌
に
加
持
す

第
十
五
條
全
快
後
満
一
年
間
摂
生
監
督
の
為
め
館
内
に
摂
生
室
を
置
き
患
者
中
の
志
願
者
を
移
し
適
当
の
摂
養
を
与
へ
且
つ
一
日

一
回
の
説
教
及
び
簡
易
な
る
宗
教
学
を
授
く

第
十
六
條
各
患
者
信
行
上
の
心
得
及
摂
生
法
等
は
別
に
患
者
心
得
を
規
定
し
て
之
を
堅
せ
し
む

近
代
の
日
蓮
宗
に
お
け
る
ハ
ン
セ
ン
病
救
療
事
業
の
動
向
に
つ
い
て
（
桑
名
）

む

(35）
























































